
担任 加瀬悠華 

６月 ひなぎくだより 
 

 梅雨に入り、じめじめと暑い日が続いていますね。暑いと身体も心もしんどくなります。心が疲れている

と、いつもなら出来ることが難しかったり、小さなきっかけで涙が出たりします。子どもの体調、感じている

ことに心を寄せながら、日々を過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友だちとのやりとり 

 ２～３歳児は、同じ場所でそれぞれ違った遊びをする『平行遊び』が主です。外遊びを例に挙げると、同

じ砂場にいるけれど、それぞれで違った料理を作っているようなイメージです。一人ひとりが十分に遊べる

ように、おもちゃはたくさん用意していますが、友だちの使っている黄色のスコップがいい、私もこのカッ

プ使いたい、ということもあります。まだ自分たちだけでやりとりすることは難しいため、先生が間に入

り、手助けをしています。 

 片方の子どもには、「“黄色のスコップ貸して”って言ってみよう」と誘い、もう片方の子どもには「〇〇

ちゃんが、貸してって言っているけど、どうかな？」と聞いてみます。「いいよ」のときもあれば「嫌だ」の

ときもあります。「まだ使っているから嫌だよね、後でだったらいいかな」「〇〇くん、後で貸してくれるん

だって。先生と少し待っていようか」と、互いが納得できるように話をします。 

 それぞれの気持ちを受け止めて、整理し、言葉に置き換えていくことで、『自分の気持ちを表現してもいい

んだ』と、自信を失うことなく、他者とのコミュニケーションを学んでいくことができます。 

 

 

 

 

 

毎週木曜日は体操教室があります。初めての体操で泣いてしまったAちゃ

ん。「初めてでドキドキしたんだよね」「嫌だったら見るだけにしようね」「先

生、ずっとそばにいるからね」と伝えると、翌週は、椅子に座って友だちの

様子をじっと見ていました。その翌週には、先生の手を握りながら体操教室

に参加することができました。 

 嫌だったらこうできるんだ、先生はちゃんと自分の気持ちを分かってくれ

るんだ、その安心感が、『やってみよう』『がんばってみよう』の一歩を踏み

出す力になります。 

 

 

 

 

ダンスとわらべうたが毎

日の日課です。 

今月は『ラーメン体操』

をたくさん踊りました！ 

わらべうた『なべのなか

のくりが』もだいすきに

なりましたよ♪ 

初めての 

クッキング 

流しそうめん 

体験 


